
発展 第１章 数と式 第４節 集合と命題

２ 命題と集合（その２）

＊８ 【№８の後で学習☆発展問題】（１／８）

必要条件と十分条件

◇《必要条件と十分条件》 学力化 · ／ ，

◇発展演習◇【１】

ａ，ｂ，ｃχは実数とする。次の の中は，「必要条件である」，

「十分条件である」，「必要十分条件である」，「必要条件でも十分条件でもない」

のうち，どれが最も適当であるか。

(1) χ＝２ は χ２＋χ－６＝０ であるための 。

(2) △ＡＢＣ∽△ＰＱＲ は △ＡＢＣ≡△ＰＱＲ であるための 。

(3) ａ＝ｂ は ａ＋ｃ＝ｂ＋ｃ であるための 。

(4) ａ＞ｂ は ａ２＞ｂ２ であるための 。

［答 案］

(1) χ＝２ は χ２＋χ－６＝０ である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

答［ ］

(2) △ＡＢＣ∽△ＰＱＲ は △ＡＢＣ≡△ＰＱＲ である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

答［ ］

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


□□【集合と命題 №８ｓ（１／８）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(3) ａ＝ｂ は ａ＋ｃ＝ｂ＋ｃ である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

答［ ］

(4) ａ＞ｂ は ａ２＞ｂ２ である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］。

答［ ］

｜メニューへ戻る｜



発展 第１章 数と式 第４節 集合と命題

２ 命題と集合（その２）

＊８ 【№８の後で学習☆発展問題】（２／８）

◇《必要条件と十分条件》 学力化 · ／ ，

◇発展演習◇【２】

ａ，ｂ，ｃ，χは実数とする。次の の中は，

（ア）必要条件である，（イ）十分条件である，（ウ）必要十分条件である，

（エ）必要条件でも十分条件でもない

のうち，どれが最も適当であるか，記号で答えなさい。

(1) ａ＝３ かつ ｂ＝２は ａ＋ｂ＝５ であるための 。

(2) χ＝３ は χ２－６χ＋９＝０ であるための 。

(3) χ＞２ は χ＞１ であるための 。

(4) 四角形の２本の対角線の長さが等しいことは，長方形であるための 。

(5) ∠Ａ＜９０°は，△ＡＢＣが鋭角三角形であるための 。

(6) ａ＜ｂ は ａｃ＜ｂｃ であるための 。

(7) ２４の倍数であることは，４かつ６の倍数であるための 。

［答 案］

(1) ａ＝３ かつ ｂ＝２は ａ＋ｂ＝５ である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

答［ ］

(2) χ＝３ は χ２－６χ＋９＝０ である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

答［ ］

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


□□【集合と命題 №８ｓ（２／８）】－〈２枚目／３枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(3) χ＞２ は χ＞１ である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

答［ ］

(4) 四角形の２本の対角線の長さが等しいことは， 長方形である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

答［ ］

(5) ∠Ａ＜９０°は， ＡＢＣが鋭角三角形である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

答［ ］

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜



□□【集合と命題 №８ｓ（２／８）】－〈３枚目／３枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(6) ａ＜ｂ は ａｃ＜ｂｃ である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］

答［ ］

(7) ２４の倍数であることは， ４かつ６の倍数である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

答［ ］

｜メニューへ戻る｜



発展 第１章 数と式 第４節 集合と命題

２ 命題と集合（その２）

＊８ 【№８の後で学習☆発展問題】（３／８）

◇《必要条件と十分条件》 学力化 · ／ ，

◇発展演習◇【３】

次の２つの条件ｐ，ｑについて，ｐはｑであるための必要条件であるか，

十分条件であるか，必要十分条件であるか，それともいずれでもないか。

最も適当なものをいいなさい。

(1) ｉ，ｊ，ｋは整数 ｐ：和 ｉ＋ｊ＋ｋは偶数 ｑ：積 ｉｊｋは偶数

(2) χ，ｙは実数 ｐ：χ＋ｙ，χｙはともに有理数

ｑ：χ，ｙはともに有理数

［答 案］

(1) ｉ，ｊ，ｋは整数 ｐ：和 ｉ＋ｊ＋ｋは偶数 ｑ： 積 ｉｊｋは偶数

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

答［ ］

(2) χ，ｙは実数 ｐ：χ＋ｙ，χｙはともに有理数 ｑ： ，ｙはともに有理数

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

答［ ］

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


発展 第１章 数と式 第４節 集合と命題

２ 命題と集合（その２）

＊８ 【№８の後で学習☆発展問題】（４／８）

◇《必要条件と十分条件》 学力化 · ／ ，

◇発展演習◇【４】

次の条件ｐ，ｑについて，ｐはｑであるための必要条件である，十分条件である，必要

十分条件である，または，必要条件でも十分条件でもない，のうち最も適当なものを答え

よ。

(1) ａ，ｂを整数とするとき

ｐ：ａｂ＝６ ｑ：ａ＝２ かつ ｂ＝３

(2) ｍ，ｎを整数とするとき

ｐ：(ｍ－２)(ｎ＋２)＝０ ｑ：ｍｎ＝－４

(3) ａ，ｂを実数とするとき

ｐ：ａ２＋ｂ２＝０ ｑ：ａ＋ｂ＝０ かつ ａｂ＝０

(4) ｐ：四角形ＡＢＣＤは，ひし形である。

ｑ：四角形ＡＢＣＤは，対角線が直交する。

［答 案］

(1) 答［ ］

理由：

(2) 答［ ］

理由：

(3) 答［ ］

理由：

(4) 答［ ］

理由：

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


発展 第１章 数と式 第４節 集合と命題

２ 命題と集合（その２）

＊８ 【№８の後で学習☆発展問題】（５／８）

◇《必要条件と十分条件》 学力化 · ／ ，

◇発展演習◇【５】

次の条件ｐ，ｑについて，ｐはｑであるための必要条件である，十分条件である，必要

十分条件である，または，必要条件でも十分条件でもない，のうち最も適当なものを答え

よ。ただし，ａ，ｂ，χ，ｙは実数とする。

(1) ｐ：ｂ＞０ かつ ａ２＝ｂ ｑ：ｂ＞０ かつ ａ＝

(2) ｐ：χ＞２ かつ ｙ＞２ ｑ：χ＋ｙ＞４

(3) ｐ：△ＡＢＣは鋭角三角形 ｑ：∠Ａは鋭角

(4) ｐ：－２≦χ≦４ ｑ：｜χ－１｜≦３

(5) ｐ：｜ａ｜＜｜ｂ｜ ｑ：ａ＜ｂ

［答 案］

ｂ

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


発展 第１章 数と式 第４節 集合と命題

２ 命題と集合（その２）

＊８ 【№８の後で学習☆発展問題】（６／８）

◇《必要条件と十分条件》 学力化 · ／ ，

◇発展演習◇【６】

ａ，ｂ，ｃがいずれも実数であるとき，次の空欄に適するものを下の①～④から選べ。

① 必要条件であるが，十分条件でない。

② 十分条件であるが，必要条件でない。

③ 必要十分条件である。

④ 必要条件でも十分条件でもない。

(1) ａ２＋ｂ２＝４(ａ＋ｂ－２)は，ａ＝ｂ＝２であるための 。

(2) ａ＋ｂ＞ｃは，ａ，ｂ，ｃが三角形の３辺の長さになるための 。

(3) χ，ｙが整数であることは，χ＋ｙが整数であるための 。

(4) 四角形の対角線の長さが等しいことは，長方形であるための 。

［答 案］

(1) ａ，ｂ，ｃを実数とするとき

ａ２＋ｂ２＝４(ａ＋ｂ－２)であることは，ａ＝ｂ＝２であるための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

(2) ａ，ｂ，ｃを実数とするとき

ａ＋ｂ＞ｃであることは，ａ，ｂ，ｃが三角形の３辺の長さであるための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

【注】三角形の２辺の和は他の１辺よりも長い。…三角形の性質

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


□□【集合と命題 №８ｓ（６／８）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(3)

χ，ｙが整数であることは，χ＋ｙが整数であるための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

(4) 四角形において

対角線の長さが等しいであることは，長方形であるための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

【注】対角線の長さが等しい四角形は，長方形，等脚台形，たこ形。

｜メニューへ戻る｜



発展 第１章 数と式 第４節 集合と命題

２ 命題と集合（その２）

＊８ 【№８の後で学習☆発展問題】（７／８）

◇《必要条件と十分条件》 学力化 · ／ ，

◇発展演習◇【７】

ａ，ｂ，ｃがいずれも実数であるとき，次の空欄に適するものを下の①～④から選べ。

① 必要条件であるが，十分条件でない。

② 十分条件であるが，必要条件でない。

③ 必要十分条件である。

④ 必要条件でも十分条件でもない。

(5) ａ＝ｂは，ａｃ＝ｂｃであるための 。

(6) ａ２＞ｂ２は，ａ＞ｂであるための 。

(7) ａ＞０，ｂ＞０であることは，ａ＋ｂ＞０，ａｂ＞０であるための 。

(8) ａ＋ｂ，ａｂが整数であることは，ａ，ｂが整数であるための 。

［答 案］

(5) ａ，ｂ，ｃを実数とするとき，

ａ＝ｂであることは，ａｃ＝ｂｃであるための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

(6) ａ，ｂを実数とするとき，

ａ２＞ｂ２であることは，ａ＞ｂであるための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


□□【集合と命題 №８ｓ（７／８）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(7) ａ，ｂを実数とするとき，

ａ＞０，ｂ＞０であることは，ａ＋ｂ＞０，ａｂ＞０であるための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

(8) ａ，ｂを実数とするとき，

ａ＋ｂ，ａｂが整数であることは，ａ，ｂが整数であるための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

｜メニューへ戻る｜



発展 第１章 数と式 第４節 集合と命題

２ 命題と集合（その２）

＊８ 【№８の後で学習☆発展問題】（８／８）

◇《必要条件と十分条件》 学力化 · ／ ，

◇発展演習◇【８】

ａ，ｂ，ｃがいずれも実数であるとき，次の空欄に適するものを下の①～④から選べ。

① 必要条件であるが，十分条件でない。

② 十分条件であるが，必要条件でない。

③ 必要十分条件である。

④ 必要条件でも十分条件でもない。

(9) ａｂ＞０は， であるための 。

(10) ｂ＜０であることは，χについての２次方程式χ２＋ａχ＋ｂ＝０が実数解をもつた

めの 。

(11) Ａ，Ｂを２つの集合とする。ａがＡ∩Ｂの要素であることは，ａがＡの要素である

ための 。

(12) ｎが２４の倍数かつ１８の倍数であることは，ｎが１２の倍数であるための 。

［答 案］

(9) ａ，ｂを実数とするとき，

ａｂ＞０であることは， であるための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

＝

（次のページへつづく）Æ
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｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


□□【集合と命題 №８ｓ（８／８）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(10)

ｂ＜０であることは，χについての２次方程式χ２＋ａχ＋ｂ＝０が実数解をもつための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

(11) Ａ，Ｂを２つの集合とするとき，

ａがＡ∩Ｂの要素であることは，ａがＡの要素であるための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

(12)

ｎが２４の倍数かつ１８の倍数であることは，ｎが１２の倍数であるための

Ａ Ｂ

［ ］。よって， 。

理由：

｜メニューへ戻る｜




